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要 旨

【目的】看護記録量的監査において、自動監査を用いて手動監査の精度を検証する。【方法】2021 年 6～
7 月に大阪府下の A 病院において、23 の監査項目毎に、17 病棟の看護師が手動で行った監査結果（記

録が完遂している患者割合）と監査日が同日の自動監査結果を比較し、一致状況（差）を算出した。監

査結果の差が小さい場合は記録の有無を判定できており、手動監査の精度が高いことを表す。監査項目

別に精度の傾向を検証した。【結果】監査項目「1 つの漏れなく実施入力している」（1 ヵ月間の実施入

力漏れの有無をカウント）では、自動では記録はあるが手動では記録がないと評価した病棟は、全体の

37.5％であり、自動では記録はないが手動では記録があると評価した病棟は、62.5％であった。他の監査

項目においても同様に検証することが可能であった。院内全体では、リスク評価や計画に関する項目は

精度が高く、計画の実施やカンファレンスに関する項目は精度が低い傾向にあった。【結論】自動監査を

用いて手動監査の精度を検証した結果、監査項目や病棟、年度によって、手動監査の精度が異なること

が明らかになった。 

キーワード：看護記録、量的監査、自動監査、精度の検証、データ活用

Keywords：nursing records，quantitative audit，automatic audit，assessing the accuracy，data utilization

Ⅰ．背景

日本診療情報管理学会の診療情報管理士業務

指針 1）において、「診療情報管理士の業務に、退

院時に入院診療情報として必須である記録の有

無を点検・確認する量的点検がある」と記載され

ている。大阪府下にある A 病院（以下、当院）の

看護部では、量的点検を量的監査と称し、年 1 回、

看護師全員が看護記録の量的監査表を用いて、手

動で記録の有無と内容を確認している（以下、手

動監査）。量的監査表は 13 カテゴリー・69 項目

から構成され、カテゴリーは情報収集、計画、計

画の実施、評価等である（表 1）。看護記録の監

査を行うことは、看護記録と看護の質向上を目的

としており、施設内の記録の記載基準に則って、

看護実践の一連の過程が記録されているか、その

記録は質・量ともに十分であるかを監査している
2）。 

当院では、約 800 人を超える看護師が毎年手動

監査を行っており、各病棟から提出された手動監

査の集計結果をもとに、院内全体の記録状況を可

視化していた。しかし、手動監査の精度（以下、

精度）は、監査者の監査項目の理解状況や個々の

判断に依存するため、監査の精度を検証する必要

があり、近年報告されている自動監査に注目した。 
自動監査について、阪本ら 3）は、治療・検査中

のチューブ類・点滴ルート等の自己抜去に関する

看護記録を対象に、自然言語処理技術および機械

学習技術を用いて記録内容の自動監査を行った

と報告している。記録に関する自動監査は、阪本

ら 3）が行っているような記録内容に踏み込んだ

質的監査と、記録の有無を確認する量的監査の 2
種類に対して行われているが、当院では、量的監

査である記録の有無を判定する自動監査を行っ

ている。
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表 1 手動監査の量的監査（2021 年度）と自動監査項目の対応表 

※ 手動監査の 69 項目のうち、23 項目が自動監査の項目である。

※ MDRPU：Medical Device Related Pressure Ulcer：装着している医療関連機器の圧迫により

発生する創傷

※ DACS：Document Archiving and Communication System：診療記録文書統合管理システム 
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ここで、本稿における自動監査とは、看護師が電

子カルテに入力し、病院情報システムのデータベ

ースに、日々膨大に蓄積されているデータ（以下、

データ）を活用した看護記録量的監査の自動化

（以下、自動監査）4）を指す。当院では、2019 年

10 月から電子カルテの所定のフォルダ内に、各

病棟の監査結果のエクセルファイルが毎日自動

で蓄積される設定を行っており、自動監査により

看護師全員がいつでも自病棟や他病棟の監査結

果を確認できるようになった。しかし、看護記録

量的監査における自動監査の報告や、手動監査の

精度の検証を行ったという報告はほとんどない。

そこで、本稿では自動監査を用いた手動監査の精

度の検証方法を提案する。 

Ⅱ．目的

看護記録量的監査において、自動監査を用いて

手動監査の精度を検証する。

Ⅲ．用語の説明

1．監査結果 
監査結果とは、指定日に各病棟で入院していた

全患者を対象とし、監査項目別の記録が完遂して

いる患者割合（％）を指す。範囲は 0～100％であ

り、値が高いほど記録が完遂していることを表す。 

2．監査の精度 
監査の精度とは、記録の登録状況をどの程度適

切に監査（判定）できているかどうかの度合いを

指す。例えば、電子カルテに記録が登録されてい

る場合に「記録が完遂している」と判定した割合

が大きい場合、監査の精度は高く、適切に監査が

なされていることを表す。 
 

Ⅳ．方法 
手動監査の監査項目と自動監査項目の対応表

を表 1 に示す。看護師は、電子カルテの該当患者

の記録を閲覧しながら、監査表を用いて手動監査

を行っている。手動監査の 69 項目のうち、デー

タ抽出が可能であった 23 項目が自動監査の項目

である。データ抽出が困難な理由には、①自由記

載である（例：「計画の変更・追加・削除を経過記

録に入力している」）、②判断を要する内容を含む

（例：「医学的診断や治療など医師の領域に踏み

込んだ記載をしていない」）、③抽出条件の設定が

不可能である（例：「身体抑制についてマニュア

ル・ガイドラインに則って入力している」）が挙

げられる。自動監査結果のエクセルファイル画面

を表 2 に示す。項目毎に抽出患者基準を設定し、

分母を患者数、分子を記録が完遂している件数と

して記録が完遂している患者割合を表示してい

 

 

表 2 自動監査結果のエクセルファイル画面（一部） 

病棟別監査項目別に、患者数、記録が完遂している件数、記録が完遂している患者割合を示している。 
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る。毎日（朝に前日分）・毎週（月曜日に前週分）・

毎月（1 日に前月分）の監査結果がエクセルファ

イルで、電子カルテ内の看護師全員が閲覧できる

所定のフォルダ内に自動保存される設定を行っ

ている 4）。

．セッティング

調査対象は、2021 年 6～7 月と 2022 年 10～11
月に当院で実施された量的監査結果である。 
2．監査の精度の検証 

当院では、手動監査の全項目を自動監査で対応

できないことから、自動監査と手動監査を併用し

ている。2021 年 6～7 月の手動監査は、記録に関

する課題に応じて実施する監査項目の選択を各

病棟任意としており、すべての監査項目を手動監

査していたのは、25 病棟中 17 病棟であった。そ

の 17 病棟において、23 の監査項目毎に手動監査

の結果と監査日が同日の自動監査の結果を比較

し、一致状況を算出した。監査項目別に精度指標

として、不一致度数と一致度数を示し、傾向を検

証した。 
1）不一致度数 

記録の有無をデータの登録状況から判定した

自動監査の結果を適切とし、手動監査と自動監査

の結果がどの程度乖離しているかで、手動監査の

結果の精度を検証することにした。そこで、以下

のように不一致度数を定義した。 
不一致度数 ＝ 自動監査結果（％）－ 手動監

査結果（％） 
値の範囲は－100～＋100 である。値が 0 に近い

ほど記録の有無を適切に判定できており、手動監

査の精度が高いことを表す。値が正の場合（自動

監査では記録はあるが、手動監査では記録がない

と評価）は過小評価であり、値が負の場合（自動

監査では記録はないが、手動監査では記録がある

と評価）は過大評価であることを表す。 
ここで、不一致度数の数値の解釈を紹介する。

例として、図 1 の K 病棟の監査項目 5 番（9.7％）

に着目する。K 病棟の場合、自動監査結果が 40％
で手動監査結果が 30.3％であり、不一致度数が 40
－30.3＝9.7％となる。9.7％（正と負は問わない）

の解釈は、病棟の監査対象患者数が 36 人である

ことから、36 人×0.097＝3.492 人となり、約 4 人

の患者の監査が誤っていた（36－4＝32 人の監査

は正しかった）ことを表す。 

2）一致度数 
不一致度数には正と負があるため、監査項目間

の精度の比較が困難である。そこで、精度の比較

をより容易とするため、以下のように一致度数を

定義した。 
一致度数 ＝ 100－（不一致度数の絶対値） 

値の範囲は 0～＋100 である。値が大きいほど記

録の有無を適切に判定できており、手動監査の精

度が高いことを表す。 
3．監査の精度指標の活用 

当院では、看護記録の質保証を推進する役割を

担う記録リンクナースが各病棟に 1 人配置され

ている。2021 年 10 月、自病棟の記録状況の傾向

把握と今後の対策に活かすことができるように、

各病棟の記録リンクナースに精度の検証結果を

フィードバックした。約 1 年後、2022 年度の手

動監査を行う直前に、再度、前年度の不一致度数

および一致度数の傾向や監査時の注意点につい

て、各病棟の記録リンクナースを通して看護師全

員に提示し、2022 年 10～11 月に手動監査を実施

した。2021～2022 年度にかけて、監査の精度（不

一致度数、一致度数）の改善状況を検証した。 
4．倫理的配慮 

今回の取り組みでは、記録監査をした結果を用

いており、患者や看護師等の個人情報は使用しな

かった。 

Ⅴ．結果

1．監査の精度の検証

2021 年 6～7 月に、すべての監査項目の手動監

査を実施していた 17 病棟における手動監査の対

象患者総数は 596 人であった。監査項目別に不一

致度数と一致度数を算出した。17 病棟の不一致

度数の結果を図 1 に示す。病棟は、自病棟の列を

参照した場合、監査項目別に正か負か、または、

数値が大きいか小さいかを確認することができ

る。また、監査項目の行を参照した場合、他病棟

と比較して、自病棟の監査の精度の程度を把握す

ることができる。図 1 は、全体的に赤色部分（値

が負）が多く、過大評価している病棟が多い傾向

にあった。 
図 1 のうち、監査項目 5 番「1 つの漏れなく実

施入力している」（1 回以上スケジュールされた

ケア項目において 1 ヵ月間の実施入力漏れの有
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図 1 不一致度数（2021 年度：病棟別） 

※ 値が 0 に近いほど記録の有無を適切に判定できており、手動監査の精度が高いことを表す。 

※ 図の青色（値が正）は過小評価を、図の赤色（値が負）は過大評価であることを表す。 
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無をカウント）に着目し、病棟別の不一致度数の

結果を図 2 に示す。16 病棟のうち、6 病棟（37.5％）

が過小評価していた。 
17 病棟全体の一致度数と病棟間の標準偏差を

図 3 に示す。一致度数について、リスク評価や計

画に関する項目が高く（標準偏差は 4.9～8.2 と低

いため、病棟間のばらつきは小さく）、計画の実

施やカンファレンスに関する項目が低い（計画の

実施は標準偏差が 27.4～49.0 と高いため、病棟間

のばらつきが大きい）傾向にあった。 
2．監査の精度指標の活用 

2021～2022 年度にかけての監査の精度の改善

状況を図 4 に示す。2022 年 1 月に量的監査表を

改訂しており、改訂前後で共通している 10 項目

のうち 7 項目の精度が前年度より改善していた。 
 

Ⅵ．考察 
今回、毎年看護師が実施している手動監査の精

度を容易に評価し、精度をより向上させるために

自動監査の結果を活用した。 
1．監査の精度の検証 

自動監査の強みは、監査者の影響を受けること

なく記録の登録状況を正確に判定できることで

あり、弱みは、記録の質の評価ができないことで

ある。一方、手動監査はその逆であり、強みは、

記録の質の評価が可能であり、弱みは、記録の登 
 

 
図 2 不一致度数（2021 年度：病棟別） 

監査項目「1 つの漏れなく実施入力できている」の不一致度数を示す。 

※ 値が 0 に近いほど記録の有無を適切に判定できており、手動監査の精度が高いことを表す。 

※ この監査項目において A 病棟は別システムに入力しており、非該当であるため空欄となっている。
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図 3 一致度数（2021 年度：17 病棟全体） 

※ 値が大きいほど記録の有無を適切に判定できており、手動監査の精度が高いことを表す。 
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図 4 一致度数の改善状況（17 病棟全体） 

※ 一致度数は値が大きいほど記録の有無を適切に判定できており、手動監査の精度が高いことを表す。 

※ 改善状況（2022 年度-2021 年度）は、値が大きいほど前年度と比較して改善していることを表す。 

 

 
録状況や質の評価が監査者の影響を受けること

である。今回、量的監査は、記録の質ではなく記

録の有無を判定することから、自動監査の結果が

より正確性が高く、適切であると判断し、手動監

査の結果と自動監査の結果の乖離状況から、手動

監査の結果の精度を検証できると考えた。不一致

度数と一致度数を定義し、不一致度数の正負と、

一致度数の数値の大きさを確認することで、膨大

な手動監査の検証を容易に実施することが可能

となった。 
不一致度数の正負により、各病棟は、監査項目

別に手動監査の傾向（過大評価または過小評価）

を把握することに繋がり、監査における自病棟の

課題を再認識し、改善する機会に繋がると考える。

また、各病棟の記録リンクナースに精度の検証結

果をフィードバックした際に、全病棟の結果を合

わせて提示したことで、自病棟の傾向だけでなく、

他病棟と比較した自病棟の監査状況を監査項目

別に把握でき、更なる改善に繋がることが期待さ

れる。 
 

一致度数が高く標準偏差が低かった項目は、リ

スク評価や計画に関する項目であった。リスク評

価では、看護師において評価の実施が定着してい

ること、計画では、看護師が主体的に計画を検討

し、具体的に立案していることから、監査の精度

（理解や判断）が高かったと考える。一方、一致

度数が低く標準偏差が高かった項目は、実施やカ

ンファレンスに関する項目であった。患者状況に

よって、計画通りに実施できなかった場合の記録

の捉え方や理解状況、カンファレンス時の記録方

法について、該当病棟に確認する必要があること

が推察された。 
今回の方法は、各病棟の手動監査結果を集計時

にまとめてから、自動監査結果のデータと比較し

ているため、病棟毎の傾向は可視化できるが、看

護師個人毎の理解状況は不明である。看護師の手

動監査結果と患者個人毎の自動監査の結果を一

人ずつ比較することは可能であるが、量的監査を

行う看護師数が約 800 人と多いため、現実的では

ない。まずは、病棟毎の傾向を可視化して、記録

監査の精度向上を図っていこうと考えている。 
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－資料－ 

 
 

2．監査の精度指標の活用 
本稿では、一致度数や不一致度数の精度指標を

設けることで、監査項目や病棟別に手動監査の精

度が異なることが明らかになった。毎年、手動監

査の実施前に、病棟の看護師に漠然と監査の注意

点を伝えるのではなく、前年度の自病棟の精度の

傾向を具体的に提示したことで、今回、2022 年 1
月の量的監査表の改訂前後で共通している 10 項

目のうち、7 項目の精度が前年度より改善した。

2022 年度の監査実施前に、再度、自病棟の監査に

関する強みと弱みを皆が具体的に把握でき、監査

項目をより理解して監査できるようになったこ

とで、精度の改善に繋がったと考えられる。この

ように、監査の精度指標を活用することで、精度

の検証だけでなく、精度の改善に繋がる可能性が

示唆された。 
記録の有無を確認する量的監査においては、手

動監査よりも、自動監査の方が正確性は高いと考

えられる。一方、手動監査では、監査項目の閲覧

により、看護記録に必要な情報の知識が得られる

ことや、日々の記録の在り方を見直す機会が得ら

れること等の利点がある。そのため、当院では、

教育的な視点で自動監査と手動監査を併用して

いる。院内全体や病棟別の傾向に加えて、病棟毎

に監査時に陥りやすい考え方の傾向等を監査前

に具体的に皆へ伝達し、記録に関する教育に活用

できるよう、今後も毎年継続して精度を可視化し

ていきたいと考えている。 
3．限界と今後の課題 

本稿における限界としては、手動監査項目のう

ち自動監査ができない項目について、手動監査の

精度の検証が行えないことが挙げられる。村越ら
5）は、看護記録の質的監査において、自己監査と

他者監査結果を比較して看護記録の質向上に取

り組んでおり、自動監査ができない項目について

は、他者による手動監査結果との比較等で精度を

検証することが望ましいと考えられた。 
監査を行うことや精度の検証を行うことが目

的とならないよう留意する必要がある。記録監査

や精度の可視化を通して、看護記録の意味を理解

し、適切な記録について考え、判断できるように

推進し、看護記録や看護の質向上に繋げていくこ

とが今後の課題である。 
 
 
 

Ⅶ．結論 
自動監査を用いて手動監査の精度を検証した

結果、監査項目や病棟、年度によって、手動監査

の精度が異なることが明らかになった。 
 
本研究は、第 26 回日本看護管理学会学術集会

（2022 年）において発表したものに加筆、修正を

加えたものである。 
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